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Research Abstract

本研究は,⼩形メカニカル部品の⼀部としての数百μmからcmの移動可能な平⾯形(薄形化)に特徴をもつミヤンダ形コイルからなる平⾯形磁気アクチュエータの構
成法とその特性を検討する研究である。 
平⾯形磁気アクチュエータの構成法については,永久磁⽯をム-バ,励磁コイルとしてミアンダ形コイルをステ-タとする基本構成を選び,平⾯形磁気アクチュエータを
作成した。永久磁⽯には薄形ストライプ上に励磁したフェライト磁⽯を採⽤し,ステ-タには積層磁⼼を放電加⼯により作成することを選定した。これらの作成法は,
極めて⾼度な加⼯技術を必要とした。 
次に製作した平⾯形磁気アクチュエータにより,静⽌推⼒を測定し従来のリニアパルスモータにおける推⼒/質量⽐,推⼒/体積⽐を⽐較し検討を⾏った。その結果は,
当構成の平⾯構成による放熱性,吸引⼒特性を考慮すると,平⾯形磁気アクチュエータは推⼒/質量⽐,推⼒/体積⽐において従来のリニアパルスモータに匹敵する値を
得ることができた。 
平⾯形磁気アクチュエータの構造の最適化について,磁気回路解析を⾏い最⼤推⼒を発⽣する形状について検討を⾏った。その結果,⻭幅には最適値が存在し,その値
を実験的にも証明することができた。また,2相リニアパルスモータを製作し過渡特性の検討を⾏った。 
本構成の磁気アクチュエータは,磁気回路を細分化することによるステ-タ磁⼼の磁路断⾯を極⼩にすることができ,平⾯形磁気回路の実現の可能性を持ち,かつ体積
あたりの推⼒は従来の磁気アクチュエータと同等の値を得ることができることが明らかになった。また,磁気回路を細分化することにより磁路からの電磁雑⾳を抑
制することも重要な利点である。
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